
陳 情 書

1,趣旨

金沢市内の消防分団機械器具置場(消防分団小屋 )の移転新築について全額公費負担によ

る至急の整備を求めます。

2,理由

消防組織法第8条は「市町村の消防に要する費用は、当該市町村がこれを負担しなければ

ならない」としています。ところが金沢では、いわゆる「金沢方式」のため消防分団小屋を整備

する際には用地取得費用の100%、 建屋等の建設費用の25%の地元負担が発生することに

なります。「金沢方式」は議会で問題が指摘され、市長のリーダーシップにより庁内横断のプロ

ジェクトチームを立ち上げるとしました。今年度から有識者による「金沢方式あり方検討懇話

会」が開催されるなどして見直しが今まさに進められているところです。しかし、火災その他の

災害から国民の生命、身体および財産を守り住民生活の安全を確保することを目的とする消

防設備の整備は切迫した課題です。

老朽化の著しい市内の消防分団小屋の現況を鑑みると見直し論議の推移を見守ってはい

られません。一刻も早く消防分団小屋を整備し災害に備えることが必要です。

よって、金沢市内の消防分団機械器具置場等の全額公費による早急な整備を陳情いたします。
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